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リングせん断試験機 RST Mk II  は、モデル RST-01.pc の後

継機であり、取り扱い状況を再現した条件下で、粉末やその

他のバルク固体材料の流動特性をコンピューター制御で測定

します。このような特性は、多くの用途に役立ちます。 

 
流動特性が重要なのはなぜですか? 

材料の流動特性によって、ビン、ホッパー、フィーダー、そ

の他の処理機器内での挙動が決まります。これらの特性を知

ることは、製品開発において流動の問題を回避するために不

可欠です。 
 

流動特性は品質管理にも重要です。特定のバルク固体をシス

テム投入前に相対的な流動特性をチェックすることで、不合

格のバッチを拒否してリサイクルすることができ、下流でコ

ストのかかる取り扱い上の問題が発生するのを防ぐことがで

きます。 

どのような流動特性を測定する必要がありますか? 

最も重要な特性は、凝集強度と、時間とともに増加する凝

集力、内部摩擦と壁面摩擦、嵩密度、および圧縮率です。

これらのパラメータはそれぞれ、材料の粒度分布、粒子形

状、表面特性、水分含有量の影響を受けますが、これらの

変数を使用して材料の流動特性を計算できる直接的な相関

関係はありません。したがって、上記の特性を直接測定す

る試験装置のみを検討する必要があります。 

リングせん断試験装置 RST Mk II を選択する理由 

第一に、これは本物のせん断試験装置です。せん断試験装置

は、粉末およびバルク固体の流動特性を測定する唯一の国際

的に認められた手段であるため、これは重要です。 
 
第二に、この試験装置は使いやすく、オペレータのトレーニ

ングとスキルは最小限で済みます。さらに、材料を試験して

結果を分析するのに必要な時間も最小限です。 

第三に、この試験装置は非常に多用途です。流動性の良い材

料、流動性が非常に低い材料、または大きなせん断変形を必

要とする材料はすべてテストできます。適用される応力レベ

ルは、材料の取り扱い方法に応じて、広範囲にわたって変え

ることができます。異なる容量のせん断セルにより、限られ

た量の材料をテストできます。このテスターは、顆粒、薄

片、ペレットなどの材料の摩耗特性を測定するためにも使用

できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
● Ring Shear Tester RST Mk Ⅱ 

 
ソフトウェア 
MicrosoftWindows®* 用の新しいソフトウェア バージョン 

RST-CONTROL v3 は、リングせん断試験機の制御と試験結果の

自動評価に使用されます。瞬時流動特性 (降伏点、または

「応力ウォーク」。これは、1 つの試験片で複数の降伏点を

時間節約で自動的に測定するものです)、時間圧密、壁面摩

擦、時間壁降伏点、圧縮率を測定し、流入するバルク固体の

粒子摩耗をシミュレートするのに役立ちます。 
 

RST-CONTROL v3 には、いくつかの操作モードがあります。

標準手順を使用して、圧密応力などのテストパラメータを 

1 回入力するだけです。従ってマウスを数回クリックする

だけでテストを開始できます。特殊なアプリケーション用

に、半自動テストモードが用意されています。この場合、

オペレータは画面上の測定データを観察し、PC キーボード

またはマウスを使用してテストを制御します。 
 

ソフトウェアは、テストデータの詳細な分析と、図、表、

レポートなどのさまざまな形式で結果を出力します。デー

タ/図をビットマップ、pdf、csv、xis やと単純なテキスト

ファイルして他のアプリケーション (ワード、エクセルな

ど) にエクスポートできます。 
 

テスト結果は「flow property exchange files」として保

存されます。これらのファイルには、テストの日付/時刻、

ユーザー (管理者/ユーザー オプションが有効な場合)、テ

スターの種類と番号、せん断セル番号、テストの準備中に

入力できる追加のカスタマイズ可能な情報行に関する情報

が含まれます。フロー プロパティ交換ファイルは、ホッパ

ー設計ソフトウェア CAHO で読み取ることができます。 

 
 

自動 

リングせん断試験機 RST Mk II 

機能 

 製品開発 

 製品特性 

 品質管理 

 比較テスト 

 トラブルシューティング 

 サイロ設計 



 
 
 

主な操作コンポーネント 
 自動荷重適用 ： バルク固体サンプルに作用する垂直

荷重 F N• (断面図参照) は、コンピューター コマン

ドによって調整され、モーターに指示してレバー ア

ームの重量を移動させます (最大 450 N、垂直応力は

せん断セルの寸法によって異なります)。 

 

 せん断セル回転用のデジタル制御モーター駆動 ： セル回転 

(断面図を参照) もコンピューター制御されており、特に粒子摩

耗試験を実施する場合に柔軟性を提供します。 

 ツイン ロード ビームせん断力測定 ： せん断力 F1 

および F2 (断面図を参照) は自動的に測定され、出力

はコンピューターを介してリアルタイムで表示されま

す (図)。 

 カウンターウェイト システム ： カウンターウェイト 

システムを使用して、蓋および蓋に接続されたその他

の部品の重量を軽減することで、非常に低い圧力での

試験が行われます。したがって、500 Pa 未満の応力で

の試験が可能です。 

 誘導変位トランスデューサーがサンプルの高さを測定 ： せ

ん断試験および圧縮性試験中にかさ密度が計算され、表示さ

れます。 

 せん断セル ： リングせん断試験機 RST Mk II には、

900 cm3 の標準せん断セルが付属しています (下の画

像を参照)。さらに、アルミニウムまたはステンレス

鋼製の、容積約 32 cm3 ～ 900 cm3 のセルも用意され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

● せん断セルタイプMの断面図 
 

 壁面摩擦せん断セル ： 壁面摩擦試験には、特別に設

計された壁面摩擦セルが利用できます (右上の画像)。

カスタムメイドの壁面金属板を装備できます。バルク

固体試験片は、壁面金属板の上 (下ではありません) 

に配置されます。これは、ホッパー壁などの一般的な

アプリケーションと同じ状況です。 

 

 ユーザーによる簡単なキャリブレーション ： テスタ

ーのキャリブレーションに必要なすべてのツールが含

まれています。ソフトウェアがユーザーを、キャリブ

レーションプロセスに従ってガイドします。キャリブ

レーション履歴は保存され、確認できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 壁面摩擦せん断セルWMの断面図 

試験手順 

試験手順は ASTM-06773 (「Schulze リングせん断試験機」) 

に従います。粉末試料は環状のトラフに収められます。環

状の蓋を通して垂直荷重が加えられます。粉末をせん断す

るために、せん断セルが蓋に対して回転し、せん断に必要

なトルクが測定されます。1960 年代から使用されている 

Jenike せん断試験機と同様に、降伏軌跡、壁降伏軌跡、お

よび時間降伏軌跡を測定でき、RST Mk II リングせん断試験

機はすべての手順を自動的に実行します。通常、降伏軌跡

試験には 20分もかかりません。 

リングせん断試験機 RST Mk II 仕様 
 
 約 1300 mm x 900 mm x 450 mm (高さ x 幅 x 奥行き)  

 重量: 約 85 kg 

 電源要件: 11O V-240 V、50-60 Hz、50 W 

 標準せん断セル M で最大 20 kPa の通常応力、せん断セル S で 

55 kPa、せん断セル XS で 165 kPa  

 せん断速度約 0.005 ～ 30 mm/分 (標準せん断セル) 

 試験片の最大粒子サイズ: せん断セルに依存。標準せん断セルで

は粒子サイズ分布が広い場合は約 10 mm、粒子サイズ分布が狭い場

合は約 5 mm 

RST-CONTROL ソフトウェアの PC 仕様 
  Microsoft Windows® 7/8/10/11* 
  シリアル通信ポート (最適) または USB ポート 

小型リングせん断試験機 RST-XS.s 
リングせん断試験機 RST Mk II の代替品として、3.5 ml か

ら 70 ml の試験試料容量の小型自動リングせん断試験機 

RST-XS.s があります。 

CAHOソフトウェアは、Jenike 法に従ってホッパーの設計の

ためのソリューションを提供しています。 

詳細情報 

当社の製品に関する詳細情報と、粉末およびバルク固体に

関する一般的な情報は、当社のWebサイト ： 

www.dietmar-schulze.de で提供されています。 
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For customers outside of Europe, the tester is available through Jenike & Johanson, Inc. (U.S.A.). For additional information or 
pricing, contact them at (978) 649-3300, or by fax at (978) 649-3399, or through their website http://info.jenike.com/get-help. 
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